
申請日 令和 7 年 11 月 1 日

○

40 年 4 月 1 日

12

（ ） （ ）

（ ） （ ）

12 年） 12 年）

万円 万円 時間 時間

万円 万円 時間 時間

12 年） 12 年）

目標(R 12 年）

万円 万円

10 t 15 t 300 頭 90 t 万円 万円

1,200 箱 1,800 袋 万円 万円

3 t 3 t 万円 万円いちご 10 10

ホウレン草 40 60

水稲 200 300 養豚

いちごジャム 30 50
生産量

作付面積
(a)

生産量
飼養頭数
（頭、羽）

生産量
飼養頭数
（頭、羽）

生産量
事  業  内　容 現    状

（１）生産 （２）農畜産物の加工・販売その他の
　関連・附帯事業（売上げ）

②農業経営の規模拡大に関する現状及び目標

作目・部門名
（耕　　種）

現      状 目標（Ｒ

作目・部門名
（畜　　産）

現      状 目標（Ｒ

作付面積
(a)

主たる従事者１人
当たりの年間所得

400 600
主たる従事者１人

当たりの年間労働時間
2,000 1,800

人年間所得 400 600 年間労働時間 2,000 1,800

目標（Ｒ 現状 目標（Ｒ

主たる従
事者の人

数
1

（２）農業経営の現状及びその改善に関する目標

現状

農林水産大臣  殿

①農業経営体の営農活動の現状及び目標

（１）営農類型

現　　　状 目標（Ｒ 年）

農　業　経　営　改　善　計　画

  農業経営基盤強化促進法（昭和５５年法律第６５号）第１２条第１項の規定に基づき、次の農業経営改善計画の認定を申請します。

関東農政局長  殿 個人・法人名 川越　太郎
代表者氏名

（法人のみ）

農業経営改善計画認定申請書

川越市長  殿

申
請
者

住所 埼玉県川越市元町１－３－１ 連絡先
049-224-8811
000-0000-0000

埼玉県県知事  殿 フリガナ

生年月日・
法人設立年月日

昭和 法人番号

カワゴエ　タロウ フリガナ

稲作 麦作類 雑穀・いも類・豆類 工芸農作物

施設野菜 果樹類 花き・花木
複合経営

酪 農 肉用牛 養 豚 養 鶏 養 蚕 その他の畜産

露地野菜

その他の作物

稲作 麦作類 雑穀・いも類・豆類 工芸農作物

施設野菜 果樹類 花き・花木
複合経営

酪 農 肉用牛 養 豚 養 鶏 養 蚕 その他の畜産

露地野菜

その他の作物

親子や夫婦での共同申請の場合
は、
全員分の氏名・フリガナ・生年
月日をご記入ください

単一経営の場合は該当する営農類型を１つ選んでチェックを入れてください。
複合経営の場合は、複合経営にチェックを入れ、該当する営農類型すべてにチェックを入れてくだ
さい。
単一経営とは…農産物販売金額１位の作物の販売金額が、総販売金額の８０％以上を占める経営の
こと。
複合経営とは…農産物販売金額１位の作物の販売金額が、総販売金の８０％に満たない経営のこ
と。

主たる従事者については
原則１名となります。
（共同申請を除く）

現状の年間農業所得及び年間労働時間と５年後の
目標を記入してください。

（年間所得の目標は560万円以上、年間労働時間

の目標は1800時間以内）
※売上ではなく、所得を記入してください。

現状と５年後※の目標を記入してください。

（下記の所有地・借入地の数値と整合性を図ってください。）
生産量については、㎏や箱数等の自身で把握できる単位でご記入ください。
※５年後とは、右上「申請日」から起算して５年後となります。
（例：申請日がR7.11.1の場合、目標はR12年となります。

提出日を記入してください。



12 年）

棟 ㎡ 棟 ㎡

田

畑

田

畑

12 年） 人 人

3 人 3 人

60 人 60 人

56 男 ○ ○

56 女

25 男川越　一郎 子 生産管理 200 生産管理 200

川越　花子 妻 生産管理 200 生産管理 200

川越　太郎 代表者 経営管理 2000 経営管理 1800

臨時雇（年間）
実 人 数 現状

氏    名
(法人経営にあっては役員

の氏名）

年
齢

性
別

代表者との
続柄(法人経
営にあって
は役職)

見通し

延べ人数 現状 見通し

常時雇（年間） 実 人 数 現状 見通し

担当
業務

主たる
従事者

年間農業
従事時間

担当
業務

主たる
従事者

年間農業
従事時間

現    状 見通し（Ｒ

⑤農業従事の態様の改善に関する現状と目標・措置 ⑥その他の農業経営の改善に関する現状と目標・措置

　自動潅水装置を導入し、早朝に行っていたポンプ操作等を自動化することで、
業務負担を軽減する。
　現在は行っている籾殻などの野外焼却を中止し、周囲の環境に配慮した農業を
推進する。

　生分解性マルチなど、環境に配慮した資材を積極的に導入する。
　豚舎が豚にとって快適でない部分もあることから、衛生状態を向上させるととも
に、夏の暑さを軽減できるよう、送風設備を増強する。

（参考）経営の構成

（１）構成員・役員 （２）雇  用  者

1,400 4 1,400

③生産方式の合理化に関する現状と目標・措置 ④経営管理の合理化に関する現状と目標・措置

　機械・設備等を十分に活用できていない状態にあるため、水稲・ほうれん草と
もに生産面積を拡大することで、機械・設備等を有効活用し、生産性を向上させ
る。
　主食用米の価格が低下していることから、収益性の高い飼料用米の生産を拡大
する。

　現在白色申告で行っている税務申告を青色申告化するとともに、収入保険に加入す
る。

経 営 面 積 合 計 250 370 経 営 面 積 合 計 4

その他

埼玉 川越 20 40
借入地

埼玉 川越 100 200

埼玉 川越 2 1,000 2 1,000
所有地

埼玉 川越 100 100 ビニールハウス

埼玉 川越 30 30 400豚舎 埼玉 川越 2 400 2

区   分

所在地
地
目

現　状 目標（Ｒ 12

(a) (a)

年）
種　別

所在地 規　　模

都道府県名 市町村名 都道府県名 市町村名
現　状 目標（Ｒ

（３）農用地及び農業生産施設

ア農用地 イ農業生産施設

現状と５年後の目標を記入してください。
（上記の作付面積の数値と整合性を図って
ください。）

年間農業従事日数の現状と5年後の見通し

をご記入ください。

（上記の年間労働時間の目標と同じく1800
時間以内）

常時雇（年間）については、年間を通して継続的に雇用している方の実人数を記入してください。

臨時雇（年間）については、パートでの勤務や期限付きで雇用している方の実人数を記入してくださ
い。

延べ人数の欄には臨時雇の実人数×労働日数を記入してください。
（例）週５勤務１名、年間５０日パート勤務２名の場合

　　常時雇　実人数：１人

　　臨時雇　実人数：２人　延べ人数：１００人主たる従事者とは、同一世帯内で主となって農業を行う者を指します。
原則として、１名での申請の場合は申請者１名のみが主たる従事者となります。



（別紙）生産方式の合理化に係る農業用機械等の取得計画

備考

　「農業用機械等の名称」欄には、生産方式の合理化のために、取得する予定の農業用の機械及び装置、器具及び備品、

建物及びその附属設備、構築物並びにソフトウェア等を記載する。

（②「（３）農用地及び農業生産施設」に記載しているものは記載不要。）

農業用機械等の名称 数量

自動潅水装置 1

換気扇 2

今後、５年間で購入・更新する予定の農業用機械等を記入してくだ
さい。
※現状、所有している機械の記入は不要です。


